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医
療
研
究
の
司
令
塔
と
な
る
※「
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
」（
A
M
E
D
）が
４
月
に
発
足
し
、

最
先
端
医
療
の
研
究
開
発
が
加
速
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。
非
効
率
的
な
縦
割
り
行
政
か
ら
脱
却

す
る
た
め
に
、
A
M
E
D
は
省
別
だ
っ
た
予
算
を
一
元
管
理
す
る
。
現
在
の
医
学
界
に
は
、
再

生
医
療
の
発
展
な
ど
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
目
白
押
し
だ
。
A
M
E
D
と
は
ど
ん
な

組
織
で
、
何
を
め
ざ
す
の
か
、
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

�

（
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員
・
佐
藤
良
明
）

　

横
浜
市
で
３
月
下
旬
に
開
か

れ
た
日
本
再
生
医
療
学
会
。

A
M
E
D
の
理
事
長
に
就
任
す

る
末
松
誠
・
慶
応
大
学
医
学
部

長
が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
末

松
氏
は
、
A
M
E
D
の
概
要
を

説
明
し
、「
L
I
F
E（
ラ
イ
フ
）

の
３
つ
の
意
味
、生
命
、生
活
、

人
生
、
を
意
識
し
た
運
営
を
心

が
け
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

病
気
で
私
た
ち
が
失
う
も
の

に
は
「
生
命
」
が
あ
り
、
他
に

Q
O
L
（
生
活
の
質
）
も
あ
げ

ら
れ
る
。
健
康
で
充
実
し
た
人

生
を
送
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い

が
、
ラ
イ
フ
の
３
つ
の
意
味
に

は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
従
来
、「
が
ん
研

究
」な
ら
、厚
生
労
働
省
は「
治

療
」
の
視
点
で
予
算
を
出
し
、

文
部
科
学
省
は
、
が
ん
の
解
明

と
い
う
「
基
礎
科
学
振
興
」
を

め
ざ
し
て
研
究
費
を
配
分
す

る
。
経
済
産
業
省
は「
産
業
化
」

の
目
線
か
ら
医
療
機
器
な
ど
の

研
究
開
発
を
支
援
、
と
い
っ
た

各
省
の
独
自
路
線
を
貫
い
て
き

た
。
こ
れ
だ
と
、
同
一
の
研
究

者
に
バ
ラ
バ
ラ
に
予
算
が
出
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
文
科
省

予
算
で
購
入
し
た
機
器
は
、
厚

労
省
の
研
究
に
は
使
い
に
く
い

な
ど
予
算
の
無
駄
が
出
る
事
態

も
あ
っ
た
。

構
想
当
初
は

日
本
版
「
Ｎ
Ｉ
Ｈ
」

　

そ
こ
で
、
生
命
科
学
の
大
き

な
括
り
の
中
で
予
算
を
一
元
的

に
管
理
・
配
分
し
て
い
る
米
国

の
N
I
H（
国
立
衛
生
研
究
所
）

が「
望
ま
し
い
組
織
の
あ
り
方
」

だ
と
考
え
ら
れ
た
。
A
M
E
D

も
構
想
の
当
初
は
「
日
本
版

N
I
H
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

N
I
H
は
、
３
兆
円
も
の
予

算
を
握
り
絶
大
な
力
を
誇
る
。

27
の
研
究
機
関
の
共
同
体
で
、

自
前
で
研
究
開
発
も
行
う
。

　

こ
れ
に
対
し
A
M
E
D
は
、

自
前
の
病
院
や
研
究
施
設
は
持

た
ず
、
N
I
H
ほ
ど
司
令
塔
機

能
が
極
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
A
M
E
D
は
予
算
配
分

や
連
携
の
妙
で
革
新
的
成
果
を

目
指
す
。「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
掲
げ
て
、
体
制
を
整
え

る
。

　

A
M
E
D
に
は
、
事
業
部
門

と
し
て
戦
略
推
進
部
な
ど
６
部

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
戦
略
推
進

部
に
図
１
の
よ
う
に
、
重
点
分

野
と
な
る
革
新
的
医
薬
品
開
発

や
再
生
医
療
の
ほ
か
、
が
ん
研

究
な
ど
の
７
課
が
あ
る
。

A
M
E
D
で
は
、
図
１
で
タ
テ

に
並
ぶ
重
点
分
野
に
横
串
を
刺

す
よ
う
に
、「
国
際
化
」
や
、

遺
伝
子
デ
ー
タ
を
集
め
る
「
バ

イ
オ
バ
ン
ク
」
な
ど
他
の
事
業

を
絡
め
て
い
く
。

難
病
を
例
に

　

難
病
研
究
を
例
に
説
明
し
よ

う
。

　

難
病
は
、
概
し
て
患
者
が
少

な
い
。
海
外
に
同
じ
病
気
の
患

者
が
い
れ
ば
貴
重
な
症
例
と
な

る
。
デ
ー
タ
収
集
は
国
際
事
業

部
の
出
番
と
な
る
。
一
方
、
ど

の
遺
伝
子
が
原
因
で
難
病
が
起

き
る
の
か
、
遺
伝
子
探
索
に
は

「
バ
イ
オ
バ
ン
ク
」
の
デ
ー
タ

に
頼
る
こ
と
が
あ
る
。
希
な
病

気
で
あ
る
だ
け
に
創
薬
支
援
も

欠
か
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

タ
テ
と
ヨ
コ
が
互
い
に
強
化
し

あ
う
関
係
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
米

国
に
手
本
が
あ
っ
た
。

　

N
I
H
で
は
、
原
因
不
明
疾

患
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム（
U
D
P
）

が
動
い
て
お
り
、
希
少
難
病
の

　

A
M
E
D
の
特
徴
と
し
て
、

研
究
の
将
来
性
を
見
る
「
目
利

き
」
科
学
者
を
そ
ろ
え
た
点
も

あ
げ
ら
れ
る
。
職
名
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー（
P
D
）

な
ど
と
呼
ば
れ

る
「
目
利
き
」

を
重
視
す
る
背

景
に
は
、
こ
ん

な
事
情
が
あ
る
。

　

2
0
1
2
年
、
山
中
伸
弥
・

京
都
大
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
山

中
教
授
は
、
無
名
だ
っ
た
奈
良

先
端
大
時
代
に
大
型
予
算
が
も

ら
え
る
政
府
の
生
命
科
学
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
公
募
。
大
御
所
に

よ
る
「
目
利
き
」
で
研
究
計
画

が
採
択
さ
れ
、
そ
の
後
、

ｉ
P
S
細
胞
誕
生
に
つ
な
が
っ

た
。

※日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）：医療研究の大方
針は、国の健康・医療戦略推進本部（本部長＝安倍晋三
首相）が決定する。機構は、この方針を具体化する国立
研究開発法人として設立。AMEDの正式表記は、Japan 
Agency For Medical Research and Development。所
在地は東京・大手町。300人体制で、2015年度は1,248億
円の予算が計上される。

治
療
に
成
功
し
た
例
も
あ
る
。

　

炎
症
性
腸
疾
患
の
１
歳
男
児

は
、
腸
全
体
の
炎
症
、
大
腸
皮

膚
瘻
（
ろ
う
）
に
苦
し
ん
で
い

た
。
原
因
不
明
で
入
院
し
た
ま

ま
だ
っ
た
が
、
遺
伝
子
解
析
の

結
果
、
免
疫
に
関
連
す
る

X
I
A
P
と
い
う
遺
伝
子
に
変

異
が
判
明
。
造
血
幹
細
胞
移
植

を
行
っ
て
完
治
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

患
者
の
少
な
い
難
病
は
、
診

断
法
や
治
療
薬
の
開
発
が
、
生

活
習
慣
病
な
ど
に
比
べ
て
後
手

に
回
り
が
ち
。
N
I
H
の
よ
う

に
、
地
道
な
研
究
を
支
援
す
る

こ
と
こ
そ
、
A
M
E
D
が
本
領

を
発
揮
す
る
場
面
だ
。

一
貫
し
た
研
究
支
援
体
制

　

科
学
界
で
は
、
山
中
教
授
の

例
が
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ

れ
、「
大
化
け
す
る
可
能
性
が

あ
る
研
究
を
い
か
に
拾
い
出
す

か
」
が
焦
点
に
な
っ
た
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
先
見
性
」
だ
。

　

A
M
E
D
の
目
利
き
た
ち

は
、
図
２
の
よ
う
に
職
責
の
上

位
か
ら
P
D
の
ほ
か
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

（
P
S
）、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ

フ
ィ
サ
ー
（
P
O
）
が
い
る
。

P
D
が
分
野
全
体
に
目
配
り
す

る
。
P
O
が
実
務
を
担
い
、「
第

二
の
ｉ
P
S
」
に
な
り
う
る

様
々
な
研
究
に
目
を
光
ら
せ
る
。

　

A
M
E
D
の
設
立
前
か
ら
、

政
府
が
大
型
予
算
を
出
す
科
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
P
D
や
P
O

は
活
動
し
て
い
た
が
、
な
じ
み

の
薄
い
存
在
だ
。
A
M
E
D
の

設
立
は
、
目
利
き
の
重
要
性
を

浸
透
さ
せ
る
契
機
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

末
松
氏
は
講
演
で
「
基
礎
か

ら
実
用
化
ま
で
の
一
貫
し
た
研

究
支
援
を
行
う
」
と
述
べ
た
。

重
点
分
野
選
定
や
目
利
き
重
視

も
、
こ
の
一
貫
体
制
へ
の
布
石

だ
。
基
礎
と
実
用
の
乖
離
は
医

学
界
の
長
年
の
課
題
だ
っ
た
。

A
M
E
D
発
足
が
解
決
の
好
機

に
な
る
か
、
注
目
さ
れ
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
３
つ
の

　

意
味
を
意
識
し
た
運
営

基
礎
と
実
用
の
乖か

い

離り

は

　
医
学
界
の
長
年
の
課
題

医療研究の司令塔

今年、４月発足・始動
日本医療研究開発機構

医薬品
研究課

再生医療
研究課

がん
研究課

脳と心の
研究課

難病
研究課

感染症
研究課

研究企画課
（学際研究）

図１　AMEDの重点分野の連携イメージ

健康・医療戦略推進会議資料をもとに作成

戦略推進部

産学連携部 産学連携等実用化へ向けた支援

国際事業部 戦略的国際研究の推進

バイオバンク事業部 バイオバンク等研究開発基盤の整備支援

臨床研究・治験基盤事業部 質の高い臨床研究・治験への支援

創薬支援戦略部 アカデミア創薬実現のための創薬支援ネットワークによる支援

文部科学、厚生労働、経済産業各省予算の一元化

PD、POによるプログラムの方向性決定

病態の
解明

治療標的分子の
発見

治療薬候補物質
の探索

研究計画の
公募

シニア+若手による
評価システム

図２　AMEDにおけるPDなどの役割イメージ

健康・医療戦略推進会議資料をもとに作成

再生医療、がん、難病など重点分野
分野ごとにPD（全体を把握）事

業
ご
と
に
P
S
、P
O
が

目
利
き
を
果
た
す

PS

PO

PO

事業　A

PS

PO

PO

B

PS

PO

PO

C

今月の主なニュース
今月から文字が大きくなり、紙面が変わりま
した（編集部）

法
令
・
裁
判
例
に
基
づ
く
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
　
　
　
　
　

 

手
首
と
指
の
ス
ト
レ
ッ
チ

平
成
28
年
4
月
か
ら
学
校
の
健
康
診
断
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　 

平
塚
市
立
豊
田
小
学
校 

斉
藤
晴
香

「
神
奈
川
県
薬
物
濫
用
防
止
条
例
」
改
正
（
投
稿
）

　
　　
　
「
ヨ
コ
ハ
マ　
ズ
ー
＆
パ
ー
ク
」

新
コ
ラ
ム

「
保
健
室
」

か
ら
だ
レ
シ
ピ

２面３面４面


